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水が危ない 

 大雨による図書館の浸水被害は、たびたび繰り

返され、図書館が受けるダメージは大きい。一帯

の水位が増すと浸水を防ぐことは難しく、土嚢を

越すような勢いを防ぐことは不可能に近い。水の

リスクは洪水だけでなく、雨漏り、配管の漏水、

地震の二次被害（設備破損等）、津波、火災の消

火活動等注意すべきことは多い。 

 このように水によるダメージに対し警鐘があ

るのだが、この夏の洪水は、範囲・水量・被災者

数ともに記録的で、１階全部が水没する図書館の

被害は、想像を絶するものであった。 

 

洪水・津波・火災 

 今世紀の自然災害を振り返っても図書館の水

の被害は多い。その主なものをあげる。 

・2003 年 飯塚水害（北九州） 

・2004 年 福井県・新潟県の水害 

・2005 年秋の台風で東京西部の図書館が被害 

・2011 年 東日本大震災の津波・二次被害 

・2012 年 熊本の水害 

・2015 年 常総市・小山市の洪水被害 

・2016 年 熊本地震の二次被害 

同年 長崎県諫早市の被害（落雷・消火水損） 

・2018 年 西日本豪雨 

 

あなたの館は安全か 

浸水ハザードマップのチェックは必須である。

また標高も調べておきたい。過去の災害の記録を

調べることも大事だ。倉敷市真備地区は、浸水危

険度が高いとされていたのだが、警告が現実とな

った。 

建物を新設・建て替えする時で、敷地選定の段

階なら安全な地を求める。それが無理で不安があ

るなら、地下室を設けない、床を高くする、変電

設備を上にあげるなど、安全策を取ることが求め

られる。河川・水路・池が側にある場合にはより

慎重な施設づくりが求められる。 

 

災害に備える 

館のリスクを知った上で、防災計画を再チェッ

クすることが望ましい。自然災害は頻度が増し大

型化している。 

既存施設を使っているが、水損への備えを強化

したい、と考える図書館職員は多いだろう。簡便

には土嚢の準備が考えられるが、止水板や止水扉

などを後から設置することは一般には難しい。 

 そのため、減災つまり被害の程度を極力低くす

るよう努力し備えることが現実的といえる。次ペ

ージの資料は地震被害にウェイトを置いたフロ

ーであるが、水害への備えにも応用できる。 

 普段の備え・訓練がしっかりしていれば、いざ

災害が発生した（発生の恐れがある）場合の行動

が迅速・適切になると期待される。 

 

大切なものは何か 

一番大切なものは人の命である。開館中の危機

的状況なら利用者を守ることが最優先されるべ

きであろう。そのためには、まず自分が無事でな

ければならない。津波で亡くなった図書館員がい

たことを心にとどめ、命を守る行動を取るよう正

しい情報を得て、慎重に判断することが必要だ。 

資料保存の視点からは、郷土資料や特別コレク

ションのように、貴重で替えのない資料をチェッ

クし、水損・カビ・火災・紫外線から守るよう注

意する。地下より１階、１階より２階が水に対し

ては安全といえる。また、手洗い・冷暖房ラジエ

ター・天井付けエアコンからは離したほうが安全

である。天井裏に水系の配管がないか、チェック

できるとさらに良いのだが、大型複合施設は確認

が難しい。 

東日本大震災では、運悪く破損した配管からの

漏水が床に散乱した郷土資料を濡らした館があ

って、訪問時には乾燥させていた。 

 またサーバの安全性やバックアップシステム

にも注意を払うことが望ましい。 

 

慎重かつ迅速に 

泥にまみれた本は、救済できないように見える

のだが、カビが発生する前に洗浄し乾燥させるな

どレスキューの方法はある。災害発生時の行動や

資料の扱い、普段の備えに関するアドバイスは以

下のホームページに示されているので、チェック

しておいたほうがよい。 
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災害発生

利用者・職員の安否確認

建物の安全(危険状態）調査

家具・備品の安全（危険状態）確認

漏水・浸水調査

通電・通信確認

危険物の安全確認

人 資料 施設

閉　館

長
期
閉
館

建て

替え

工事

仮 設

部分開館 部分閉鎖 開　館

再 開

防災・減災のための情報収集・提供

新たな災害で被災した図書館を助ける・応援する

復興のともしび（日常を取り戻す）

避難所・仮設住宅に本を届ける

地域の掲示板

防災計画を作成

事前計画

災害発生時の活動計画

再開までの復旧計画

出火防止・初期消火

避難誘導

任務・行動
施設の安全化

備え

任務・行動

防災訓練を実施

要注意状態 安全状態

図書館が避難所に

図書館が避難所の後方支援の場に

応急危険度判定

過去の災害記録

震度予測・津波予測

洪水ハザード地図

自然災害に対し図書館の備え・役割・できることを考えるための材料

2018年10月30日　川島　宏

被害軽微危険状態

（館が無傷でも自治体の被害が甚大な場合、被災者対応で開館できない事態もあり）

解 体

復旧工事

中・長期の
復旧工事

調
査

早期再開

開 館

西日本豪雨災害 緊急報告会～被災地図書館からの報告

（川島の試案）

人
口
激
減

避
難
区
域

学校に本を届ける

参考図書

『みんなで考える図書館の地震対策』2012 日本図書館協会

『東松島市図書館３.１１からの復興 東日本大震災と向き合う』2016　加藤孔敬　日本図書館協会

避難誘導・消火・救命

構造の耐震性確保

家具の安全化（固定）

避難経路の確認と確保

落下防止措置
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